
第 22 回絆づくりこうなん実行委員会 会議要旨 

 
日時：平成 25 年 5 月 23 日（木）午後 1 時 30 分～3 時 
場所：地域情報センター2 階 中会議室 

 
議題 １ 絆ファイルについて 

２ 絆カフェについて 

３ その他 

 

 

 

 

1.絆ファイルについて 

 

 ・6 月 22 日（土）の内容、進行方法について決めていきたい。 

 ・事務局はカメラで写真を撮らせていただき、様子を見に行くのみとさせて

いただきます。 

 ・当日、委員が何人来られるかが不明なため、次回６月の上旬頃に集まり、

詳細を決めていく方が良いと思う。 

 ・記録とまとめの人は、同じである方がやりやすいのではないか。 

   ⇒委員の方がその方が良いとのことであれば、そのように調整していた

だく。 

 ・事務局から準備できるものはポットであり、もしも必要であれば大きいサ

イズのペットボトルを 1箱購入し、必要な分のみ冷蔵庫へ冷やして使用し

てもらう。 

 ・招待する団体は、ローズ・リボン、上奈良気ままサロン、あとひとつは次

回決めていく。 

 

 

2.絆カフェについて 

 

・時期は 8,9 月辺りに 1度開催できればと思う。 

・絆カフェを基点にスタートしたため、それは今後も続けていきたい。 

・昨年の様子を見ると、12 月上旬・中旬であれば、ギャラリーコーナーを使用

して絆カフェを開催することができるが、それ以外の時期であると、休日の

みしか情報センターは使用できないことが多い。 

・年に何回か絆カフェを開催するのではなく、常に 13 時～16 時まで絆カフェを

開催することはできないか。 



  ⇒最終的にはそのようにしたいと考えているが、今は常に絆カフェを開催

できるスペース、人材がいないため、回数を重ねるごとにそこへ近づけ

ていければと思っている。 

・まずは月に 1回、開催できるようにしていきたい。 

・ある方が、近所の喫茶店を利用し、誰かと約束をしている訳ではないが、そ 

こへ行くと知り合いの誰かがいるかもしれないという、「集える場所」がある 

と話されていた。絆カフェも、そんな場所にしていきたい。 

・みなさんで何かしようとするのであれば、事務局はあまり関与せずに 

見守りたいと思う。 

・「地域情報センターは、不便である。」と言われてしまう。 

  ⇒もしも絆カフェを開催してもあまり来ていただけない原因が場所である

というのであれば、場所を変更して開催しても良い。 

・月に 1度開催するのであれば、場所が毎回同じであると、参加できる人と参 

加できない人の差ができてしまうので、定期的に場所を変更した方が良いので 

はないか。 

・人がいるから、そこへ来るという訳ではないので、月に 1度の開催は難しい  

 のではないか。 

・うまくできないことがあれば、その都度変えていけば良い。 

・絆カフェに来ていただいた人に、1人 100 円を集めることはできないか。 

  ⇒可能であるが、誰か他の人へ会計係をしてもらい、絆づくり江南実行委

員会の口座を作成し、管理してもらう。 

・団体登録がないと、規約等を見ることができないため、絆カフェへの 

参加をその場で許可を出すことはできない。しかし、団体登録の中にあるとこ 

ろであれば、団体のことについて把握できているため、健康体操を行ったり、 

フェアトレード品を販売することは可能である。 

・絆カフェは、ワークショップだけではなく、それ以外の方法も取り入れてい

ければと思う。 

 

 

結果 

 

今の事務局の役員では、月に 1度の開催を行うこと、人数等で何か問題が起こ 

った時の対応をこなすことは困難であるため、まずは 1回の開催ができるよう 

に調整していく。 

 

 



 

3.その他 

 ・鈴木委員より、お話がありました。 
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